
　週の初めに、前週の学習を振り返り、同時に今週の学習時間の目標を設定し、下校後、
その日の学習を振り返るサイクルで取り組んでいます。

小さな夢と「自学自習」をつなげる取組事例

小学校②

「振り返りシート（自学自習）」の流れ

〈週の初めに前週の振り返り〉
①一週間の学習の合計時間を記録する
②一週間の学習を振り返り、自己評価する
　Ａ～Ｅの基準に基づき自己評価します。毎
日の振り返りと、一週間の振り返り、そして学
期末の「キャリア・パスポート」の振り返りへ
とつなぐことで、「自立して学習することので
きる児童」の育成をめざしています。

〈週の初めに1週間の目標設定・スタート〉
③一週間の学習時間の目標を設定する
　「塾」での学習は目標時間に含めません。自
己調整力を高めるために、あくまで自分で計
画し実施する学習時間を評価対象とします。

〈一日の振り返りは、下校後（夕方）自宅にて〉
④今日学習した教科、内容、学習時間を記録する
⑤今日の学習を振り返り、自己評価する
　振り返りと自己評価は、翌日、朝、担任の机上
に提出。担任はサインのみ。「振り返りシート」
は、当日の帰りの会で配り係が全児童に配布し
ています。

※八重瀬町立白川小学校の実践を参考に作成

最初は、自分で目標を立て計画
して学習することに対して戸
惑っていた子供たちも、慣れて
きて、成果を実感するように
なってくると、「明日、どんな授
業するの？」と次の日の学習に
ついても興味を持ち、積極的に
学習する子が増えてきました。
また、「小さな夢リスト」で叶え
た夢が増えていくと、さらに学
ぶことが楽しくなるようです。

自ら学ぶことが楽しくなる！

5年生の実践

小さな夢リスト 家庭学習ふり返りシート　

「小さな夢リスト」とは
短期目標としての「小さな夢」を目標として設
定させ、自学自習に取り組ませます。努力し
た結果、目標が達成できたらシールを貼って
いきます。小さな成功体験を積み重ねること
で学ぶことが楽しくなっていきます。

5年生担任より

Ⅶ 実践事例

　計画、テスト、分析、練習を積み上げるＰＤＣＡサイクルを習慣化します。毎日（週２）
行う「小サイクル」とテストなどに向けた大サイクルを定期的に行っています。

ＰＤＣＡサイクルを生かした自学自習の取組事例

小学校①

「計画」「テスト」「分析」「練習」の流れ

分析力、メタ認知力が育つ
～「けテぶれ（自学自習）」について～

自己調整力

け 計画
テ テスト
ぶ 分析
れ 練習

〈けテぶれとは〉
　子供自身が主体的に行う学習法のことで、 「け」は計画「テ」
テスト「ぶ」分析「れ」練習を積み上げるサイクルを習慣化しま
す。自己調整力、メタ認知力などを育み「自立した学習者」へと
つなげていきます。

〈小サイクルと大サイクル〉
①小サイクル（毎日）
　その日やるべきことを見いだし、学習内容を決め、
実行します。学級担任が、学習状況に応じて、週２程度
のペースで行っています。

②大サイクル（数日・数週間）
　例えば、学校で行われるテストに向けて学習計画を
立て、後日のテストの結果と自分の学習方法を関連づ
け、課題について見直すなど、自分自身の学習方法を
評価します。

※浦添市立神森小学校の実践を参考に作成

テストなどで苦手な部分に気付いたりどこ
で間違えたのかなどの分析が上手になり、
楽しんで学習するようになりました。

子供たち同士で、ノートを見合う時間を
作っていて、その中で友達の学習の仕方な
どの良さを学んだり、自分との違いに気付
いたりしながら、レベルアップしてきたか
なと思います。

先生へのインタビューより

け

テ

ぶ

れ

葛原祥太（2019）「『けテぶれ』宿題革命！
子どもが自立した学習者に変わる！」学陽書房より
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　週の初めに、前週の学習を振り返り、同時に今週の学習時間の目標を設定し、下校後、
その日の学習を振り返るサイクルで取り組んでいます。

小さな夢と「自学自習」をつなげる取組事例

小学校②

「振り返りシート（自学自習）」の流れ

〈週の初めに前週の振り返り〉
①一週間の学習の合計時間を記録する
②一週間の学習を振り返り、自己評価する
　Ａ～Ｅの基準に基づき自己評価します。毎
日の振り返りと、一週間の振り返り、そして学
期末の「キャリア・パスポート」の振り返りへ
とつなぐことで、「自立して学習することので
きる児童」の育成をめざしています。

〈週の初めに1週間の目標設定・スタート〉
③一週間の学習時間の目標を設定する
　「塾」での学習は目標時間に含めません。自
己調整力を高めるために、あくまで自分で計
画し実施する学習時間を評価対象とします。

〈一日の振り返りは、下校後（夕方）自宅にて〉
④今日学習した教科、内容、学習時間を記録する
⑤今日の学習を振り返り、自己評価する
　振り返りと自己評価は、翌日、朝、担任の机上
に提出。担任はサインのみ。「振り返りシート」
は、当日の帰りの会で配り係が全児童に配布し
ています。

※八重瀬町立白川小学校の実践を参考に作成

最初は、自分で目標を立て計画
して学習することに対して戸
惑っていた子供たちも、慣れて
きて、成果を実感するように
なってくると、「明日、どんな授
業するの？」と次の日の学習に
ついても興味を持ち、積極的に
学習する子が増えてきました。
また、「小さな夢リスト」で叶え
た夢が増えていくと、さらに学
ぶことが楽しくなるようです。

自ら学ぶことが楽しくなる！

5年生の実践

小さな夢リスト 家庭学習ふり返りシート　

「小さな夢リスト」とは
短期目標としての「小さな夢」を目標として設
定させ、自学自習に取り組ませます。努力し
た結果、目標が達成できたらシールを貼って
いきます。小さな成功体験を積み重ねること
で学ぶことが楽しくなっていきます。

5年生担任より
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　生徒が生活面や学習過程を振り返り、「キャリア・パスポート」につなげるなど、なり
たい自分に向かって、自立して学習することができる児童生徒を目指しています。

「キャリア・パスポート」につなげる「夢現ノート」の取組事例

中学校②

「夢現ノート（自学自習）」の流れ

〈夢現ノートの特徴〉
　今月の行事や来月の予定が分かるので、学習や部
活動、家族の予定など、見通しを持った取組ができ
ます。

〈登校後（朝）教室にて〉
①昨日学習した内容、学習時間、生活面を記録する
②昨日の学習、生活、健康面等を振り返り自己評価
する
※読谷中学校では振り返りと自己評価を、翌日、登
校後に行います。「夢現ノート」は、登校後すぐに
記録し、学習係が回収して担任に提出。帰りの会
前に学習委員が全生徒に配布しています。

〈週の終わり〉
③一週間の反省から次週の目標を設定する
※毎日の振り返りと、一週間の振り返りを蓄積し学
期末の「キャリア・パスポート」での振り返りへ
とつなぐことで、「自立して学習することのでき
る生徒」の育成をめざしています。

夢現ノートで一日ごとにふり返ることで、自分の頑張ったことやよさ、
足りなかったことを気付くことができる。その後、自分自身の目標を付
箋紙等で貼ったり工夫できる、将来役に立つものです。（中２女子）

最初は、単に記録していた子供たちが、テストや課題に対
して長期的に見通しを持ち、ふり返りを継続することで、
学んだ内容を貼ったり、付箋紙などで付け加えたり、学習
の方法を修正したりするなど主体的に取り組む姿が見ら
れるようになりました。（先生）

毎日の学習・生活を振り返る

夢現ノートとは
　夢の実現のために､自分の予定を決め実行・行動したり振り返って修正したりする「自己調整
力」「自己管理能力」を育てるためのノートのことです。

※読谷村立読谷中学校の実践を参考に作成

１週間をふり返って
①早寝早起きできたか
A　　・　　B　　・　　C

【１週間の反省】
目標達成率が下がっている。

【メモ】
今週のレベルアップ（△）
もっと目標達成度をアップしたい！

②計画的に学習できたか」
A　　・　　B　　・　　C

【来週の目標】
達成しやすい目標から計画してどん
どんレベルを上げていく。１日の振
り返りをしっかり書く。

夢現（むげん）ノート

１
週
間
ご
と
に
振
り
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っ
た
自
分
自
身
の
足
跡

を
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積
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、学
年
の
ま
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め
と
し
て
の

｢
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ト
」に
繋
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ま
す
。

自分のよさに気づき将来役に立つもの

見通しや振り返りを継続し主体的に

　週初めに 1週間の学習時間の目標を設定し、登校後、前日の学習を振り返り、週末に 1
週間の振り返りを行うというサイクルで取り組んでいます。

朝の時間を活用した「振り返りシート」の取組事例

中学校①

週の目標を設定し、毎日の学習を振り返る
～「振り返りシート（自学自習）」の流れ～

〈週初め〉
①一週間の学習時間の目標を設定する
　「塾」での学習は目標時間に含めません。自
己調整力を高めるために、あくまで自分で計
画し実施する学習時間を評価対象とします。

〈登校後（朝）教室にて〉
②前日に学習した教科、内容、学習時間を記録
　する
③ 前日の学習を振り返り、自己評価する
　美里中学校では振り返りと自己評価は、翌
日、登校後に行います。「振り返りシート」は、
登校後すぐに記録ができるように、前日放課
後に学習係が全生徒に配布しています。

〈週の終わり〉
④一週間の学習の合計時間を記録する
⑤一週間の学習を振り返り、自己評価する
　（A～ D）
　評価規準を設定して自己評価します。毎日
の振り返りと、一週間の振り返り、そして学期
末の「キャリア・パスポート」での振り返りへ
とつなぐことで、「自立して学習することので
きる生徒」の育成をめざしています。

目標を立てて計画して、こつこつと学習す
ることの大切さがわかってきました。きっ
と、将来に向けての力になると思います。
（中３女子）

このシートを使い、計画して振り
返りをすることで、苦手な教科の
勉強の方法がわかってきました。
（中３男子 ）

※沖縄市立美里中学校の実践を参考に作成

家庭学習（塾以外）振り返りシート

朝　振り返りを書く

生徒のインタビューより
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　生徒が生活面や学習過程を振り返り、「キャリア・パスポート」につなげるなど、なり
たい自分に向かって、自立して学習することができる児童生徒を目指しています。

「キャリア・パスポート」につなげる「夢現ノート」の取組事例

中学校②

「夢現ノート（自学自習）」の流れ

〈夢現ノートの特徴〉
　今月の行事や来月の予定が分かるので、学習や部
活動、家族の予定など、見通しを持った取組ができ
ます。

〈登校後（朝）教室にて〉
①昨日学習した内容、学習時間、生活面を記録する
②昨日の学習、生活、健康面等を振り返り自己評価
する
※読谷中学校では振り返りと自己評価を、翌日、登
校後に行います。「夢現ノート」は、登校後すぐに
記録し、学習係が回収して担任に提出。帰りの会
前に学習委員が全生徒に配布しています。

〈週の終わり〉
③一週間の反省から次週の目標を設定する
※毎日の振り返りと、一週間の振り返りを蓄積し学
期末の「キャリア・パスポート」での振り返りへ
とつなぐことで、「自立して学習することのでき
る生徒」の育成をめざしています。

夢現ノートで一日ごとにふり返ることで、自分の頑張ったことやよさ、
足りなかったことを気付くことができる。その後、自分自身の目標を付
箋紙等で貼ったり工夫できる、将来役に立つものです。（中２女子）

最初は、単に記録していた子供たちが、テストや課題に対
して長期的に見通しを持ち、ふり返りを継続することで、
学んだ内容を貼ったり、付箋紙などで付け加えたり、学習
の方法を修正したりするなど主体的に取り組む姿が見ら
れるようになりました。（先生）

毎日の学習・生活を振り返る

夢現ノートとは
　夢の実現のために､自分の予定を決め実行・行動したり振り返って修正したりする「自己調整
力」「自己管理能力」を育てるためのノートのことです。

※読谷村立読谷中学校の実践を参考に作成

１週間をふり返って
①早寝早起きできたか
A　　・　　B　　・　　C

【１週間の反省】
目標達成率が下がっている。

【メモ】
今週のレベルアップ（△）
もっと目標達成度をアップしたい！

②計画的に学習できたか」
A　　・　　B　　・　　C

【来週の目標】
達成しやすい目標から計画してどん
どんレベルを上げていく。１日の振
り返りをしっかり書く。

夢現（むげん）ノート
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自分のよさに気づき将来役に立つもの

見通しや振り返りを継続し主体的に
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Ⅷ 「自学自習」Ｑ＆Ａ

Ｑ１ 与える宿題はなくしたほうがいいのですか。

　与える宿題も必要です。自立した学習が行えるように、段階的に児童生徒が
「自学自習」できる力を育成していくことが目的です。

A１

Ｑ3 何年生から取り組むことが可能ですか。

　メタ認知が育ってくる小学校中・高学年から始めることが可能だと思われま
す。児童生徒の実態に合わせて取り組みましょう。

A3

Ｑ4 「自学自習」に取り組むことが難しい子に対しては、どのように
指導すればいいですか。
　まずは、与える学習（宿題）を中心に進め、段階的にステップアップしていくな
ど、緩やかに「自学自習」に移行していきましょう。

A4

Ｑ5 児童生徒が自分の興味あるテーマについて学習している場合、
授業との連動は考えなくてもよいですか。
　児童生徒が興味あるテーマを追求して学習している場合は、探究学習として
それを認め支援してあげましょう。ただ学校で学習している内容の習得も必要な
ことから、学習状況を把握しながら対応することが大切です。

A5

Ｑ6 「家庭学習ノート」のように冊数を記録し、意欲付けを行う取組は、
「自学自習力」を育成する場合でも有効でしょうか。
　努力を継続するために、努力の足跡を見える化することは、「自学自習」を育
成する上においても大変効果的だと考えます。

A6

Ｑ2 「自学自習力」は自然に育っていきますか。

　「自学自習力」は与える宿題以上に段階的な指導が必要です。まずは、「自学
自習」の意義を伝えましょう。計画の立て方、分析の仕方、改善策の立て方など
の「学び方」を指導しましょう。

A2

　子供たちが授業の目標の立て方、振り返り方や見通しの持ち方を学べるような授業を
通して「自学自習」のできる児童生徒を育成しましょう。

テスト前の学習計画から振り返り
　　　　　　　「自学自習」へつなげるための授業実践例

本時の展開　授業実践例　１「将来の目標を立てよう」学級活動（３）オ

中学校③

○将来の目標を達成するためには，目標の立て方，達成への見通し，更には達成のための具体的な
活動が大切なことを理解させる。
○自分の将来に希望を抱き，その実現に向けて現在の生活や学習に取り組もうとする態度を養う。

授業のねらい

　テスト前の学習計画表を振り返った結果をもとに，自分のうまくいったところや困りを確認し、
現状での自分の問題点に迫れるよう指導する。

事前指導

　「テスト前学習計画」「生活習慣確認表」など，生活習慣確立・目標達成活動に取り組むよう指
導する。教師は，これらの確認活動を通じて日々の活動の承認や評価を行い，励ましたりアドバイ
スをしたりする。これにより，子供たちが振り返りの視点や次への見通しが持てるよう支援する。

事後指導

　自分の将来に希望を抱き，その実現に向け，現在の生活や学習を振り返り，これからの自己の生
き方などについて考え，判断し，実践している。

評価（思考・判断・表現）

学習活動
①テストでの体験を振り返
り、その内容を共有する。

②自学自習ノートや「キャリ
ア・パスポート」から、目標
を達成するために大切なこ
とを読み取る。

③読みとったことをグループ
で交流し、全体に発表する。

④授業を振り返って、実際に
自分の目標を立てる【自己
決定】

教師の指導・支援
○子供達の，テストでうまく
いったところや困りを紹介
する。

○目標を達成するために行っ
た工夫は「何か」を考えさせ
る。

○互いの考えや工夫の視点を
共有する。

○自分たちで共有した工夫を
使って目標を考えるよう指
導する。

例：テスト前の学習計画の振り返り
○テスト前の準備について
○家庭学習時間
○テストを受けて「成功したところ」
「後悔したところ」「小学生の頃と比
べて成長した、または、直す必要があ
ると思うところ」

振り返りシートに取り組もう

目標を達成
するためには
計画が大事
なんだね
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Ⅷ 「自学自習」Ｑ＆Ａ

Ｑ１ 与える宿題はなくしたほうがいいのですか。

　与える宿題も必要です。自立した学習が行えるように、段階的に児童生徒が
「自学自習」できる力を育成していくことが目的です。

A１

Ｑ3 何年生から取り組むことが可能ですか。

　メタ認知が育ってくる小学校中・高学年から始めることが可能だと思われま
す。児童生徒の実態に合わせて取り組みましょう。

A3

Ｑ4 「自学自習」に取り組むことが難しい子に対しては、どのように
指導すればいいですか。
　まずは、与える学習（宿題）を中心に進め、段階的にステップアップしていくな
ど、緩やかに「自学自習」に移行していきましょう。

A4

Ｑ5 児童生徒が自分の興味あるテーマについて学習している場合、
授業との連動は考えなくてもよいですか。
　児童生徒が興味あるテーマを追求して学習している場合は、探究学習として
それを認め支援してあげましょう。ただ学校で学習している内容の習得も必要な
ことから、学習状況を把握しながら対応することが大切です。

A5

Ｑ6 「家庭学習ノート」のように冊数を記録し、意欲付けを行う取組は、
「自学自習力」を育成する場合でも有効でしょうか。
　努力を継続するために、努力の足跡を見える化することは、「自学自習」を育
成する上においても大変効果的だと考えます。

A6

Ｑ2 「自学自習力」は自然に育っていきますか。

　「自学自習力」は与える宿題以上に段階的な指導が必要です。まずは、「自学
自習」の意義を伝えましょう。計画の立て方、分析の仕方、改善策の立て方など
の「学び方」を指導しましょう。

A2
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学校、家庭・地域が連携し、将来の子供たちの
自立に向けて支援していきましょう

求められるキャリア教育の方向性

目的意識を持ち、様々な人と協働し社会を支える自立した人材の育成

目指す児童生徒像

学校生活／授業

自分で考え、計画して行動に移すことが
できる児童生徒

最終的に自分で考え、計画し、それを実行するのは子供自身です。
困難な課題に直面しても、あきらめず、行動し挑戦し続けることの
できる子供へと導いていきましょう。将来の目標に向けて、教師や
親は子供と共に考え悩み、寄り添い支えながら、子供自身も目標に
向かって努力する方向に導いていきましょう。 

将来の子供たちの自立に向け
ては、毎日の授業が大きな影
響力を持ちます。教師主導で
はなく子供達が課題解決に向
かって主体的に学習する授業
へ転換していきましょう。 

家庭／地域

将来の子供達の自立に向けた
心の基盤は、心からその子の
成長を願う大人の存在です。
特に喜びも悲しみも無条件に
包み込んでくれる家庭の存在
は子供の自立になくてはなら
ない存在です。 

最終的に自分で
考え行動するのは
子ども自身です。

将来の子供たちの
「自立」に向け毎日の
授業、家庭での役割が

大切です。
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はじめに　ーキャリア形成を促す学びー

　グローバル化や IT などの技術革新により、世界はすさまじいスピード
で変化しています。そんな中、学校教育で求められているのは、子供たちに
単に知識や技能を習得させるだけでなく、自ら課題を発見し、自ら判断し
て行動していく力を育み、よりよい社会や人生を切り拓いていく力の育成
です。学校での学びを通し、子供たちが「生きる力」を育み、「社会的自立」に
向けて、自己のキャリアを形成していってもらいたいと考えています。

　一方、各種調査から、沖縄県の子供たちのキャリア発達には、様々な課題
があることが明らかになっています。その中でも「沖縄県の児童生徒の学
習と将来展望に関する調査 ( 令和元年 )」から、「夢やなりたい自分」に向け
て、具体的な行動へ移していくことに大きな課題があることがわかりまし
た。

　そのことを踏まえ、「沖縄県キャリア教育の基本方針」（令和２年 2 月）で
は、めざす児童生徒像を「自分で考え、計画して、行動に移すことのできる
児童生徒」とし、特に「授業を通して『学び方』を育成し、家庭学習へつなげ
る必要がある」としています。このことから、学校での学びを通して子供た
ちがキャリア形成を図る上で「自学自習力」が大きな要素であることがわ
かります。

　この先、子供たちは社会に出て、自立していかなくてはなりません。様々
な困難に直面すると思います。その困難を乗り越え、自己発揮するために
も、自ら課題を発見し、その課題を克服するために、自ら学び、行動してい
かなければなりません。「自学自習力」はそういった子供たちの未来を支え
る力になると確信しています。
　
　各学校において、「自学自習力」の育成に取り組み、子供たちのキャリア
形成を支援していく上で、本冊子がその一助となれば幸いです。
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